	文教福祉委員会会議録　

	開会日
	平成２４年３月１５日（木）午前１０時００分

	閉会日
	平成２４年３月１５日（木）午後　０時２４分

	場　所
	長久手市役所　西庁舎２階　第７・８会議室

	出席委員
	委員長　  佐野尚人　

副委員長　　すえ規代
委　　員　　伊藤祐司、加藤和男、さとうゆみ、じんの和子、
正木祥豊

	欠席委員
	な　し

	欠　員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	副市長　鈴木孝美　
教育長　青山守孝

保健福祉部長　伊藤泉
保険福祉部次長兼福祉課長　鈴木裕
同課福祉の家事務局長　田島康生
同課長補佐　野田久子
同課高齢介護係長　中野智夫
同課高齢介護係　専門員　名久井洋一
同課高齢介護係　専門員　堤健二

保健医療課長　浅井雅代　
同課長補佐兼医療係長　中村美枝

同課国保年金係長　出口史朗
同課国保年金係専門員　森延光　　　　
教育文化部長　水野正志　

教育文化部次長兼教育総務課長　松井豊明　

収納課長　中條宏之

中央図書館事務局長　山田高司

同課図書係長　二之部加奈子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１８名　　　

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　丹羽茂雄　　
議会事務局長　松原幸雄　　　　専門員　山田伸恵

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ

議長　　　　　あいさつ

副市長　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事に入る。

　　　

議案第２号

委員長　　　　まず、議案第２号平成２４年度長久手市国民健康保険特別会計予算についてを議題とする。議案第２号について、執行部の説明を求める。

保健医療課長　議案第２号について説明。

委員長　　　  説明は終わった。これより議案第２号に対する質疑等を行う。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。

じんの委員　　国民健康保険加入者の世帯数及び所得の割合はどのようか。

保健医療課長　５，８００世帯を想定している。所得３００万円以下は７割である。

じんの委員　　国民健康保険は、比較的、所得の少ない方が加入しているが、平成２１年度から平成２３年度の３年間において一人当たりの医療費の推移はどのようか。
保健医療課長　国民健康保険が支払う一般被保険者療養給付費であるが、２１年度は２３万２，４２９円、２２年度は２４万９，１０９円、２３年度はまだ、出ていない。

じんの委員　　医療費が上がっているのは、高齢者が増えているからか。

保健医療課長　その通りである。長久手は、他市町に比べると高齢者が少ない市であるが、６５歳から７４歳の方の伸びがある。

じんの委員　　高齢者が増え、医療費が上がることで、国民健康保険全体の財政が圧迫されるが、単年度で見て、基金から繰入れしているのか。

保健医療課長　給付費の支払いの関係で、一時的に繰り入れるが、前年度の繰り入れがあり、元に戻す形である。

じんの委員　　医療費が上がっているが、削減のために２４年度はどのような取り組みをするのか。

保健医療課長　特定健康診査の受診率を高め、メタボリックシンドローム対策を進めること、また、薬剤部分が伸びているので、ジェネリック医薬品の啓もうをする、また、その他の被保険者を対象とした健康増進事業を実施していきたい。
じんの委員　　医療費給付費分滞納繰越分が３，５７３万７，０００円であるが、滞納者は何人で、２４年度も増える見込みか。

収納課長　　　平成２２年度の決算で、国民健康保険税の滞納繰越額はおよそ２億９，０００万円で、滞納件数は現年分８７３件、滞納分２，６３５件である。現年分と滞納分と重複もある。平成２４年度は、大きく増えることはないが、少しずつ増えている傾向である。
じんの委員　　子どもの未保険者予防のため、短期保険証発行は、２４年度も継続してあるか。

保健医療課長　高校生以下は、６か月の短期保険証発行を継続して発行する。
さとう委員　　平成２２年度において、時効で回収できなかった不納欠損額はいくらか。
収納課長　　　平成２２年度決算の国民健康保険税の不納欠損額は１，５５０万円程度である。
じんの委員　　後期高齢者支援金について、保険収入の４割を負担しており、かなりの財政圧迫であるが、国民健康保険料の値上げにつながらないか。
保健医療課長　若い人が減少し、後期高齢者支援金が増えているが、平成２４年度は値上げしない。一般財源から繰入れをする。

正木委員　　　何も言わないと、新薬が出されるので、ジェネリック医薬品の啓もうを更にしてほしい。色々よく努力していると思うが、頑張ってほしい。

委員長　　　　ジェネリック医薬品の割合はどの程度か。

保健医療課長　平成２３年度については、レセプトでは把握していない。しかし、２３年度については国民健康保険のシステムを変更し、差額の通知が出ることになった。
委員長　　　　ジェネリック医薬品と新薬との差がわかりにくいのではないか。

保健医療課長　年６回郵送する医療費通知や今年度は、２年に１回の一斉更新の年なので郵送する中に、ジェネリック医薬品の意思表示カードを入れるなど啓もう活動する。

委員長　　　　特定健診の達成率を評価するか。
保健医療課長　平成２４年度国の目標は６５％、２３年度は集計中であるが、２２年度長久手市は４９％弱である。徐々に上がっているが、国の目標には、達していない。平成２４年度は更に努力していく。

じんの委員　　特定保健の指導受診率はどのようか。

保健医療課長　動機づけ支援は、県平均１３％に対し、長久手１４．６％、積極的支援は、県平均は８．１％、長久手３．１％である。動機づけ支援は、医師会の先生方に一部委託しているが、積極的支援は、成績がよくない。平成２４年度は、市の嘱託栄養士、市の保健師等、直営で行うものとする。
じんの委員　　近隣にくらべどうか。結果はいつまでに出すのか。

保健医療課長　結果を出す期限は、平成２４年度である。積極的支援は、県平均以下で成績が良くない。
委員長　　　　先日、レクリエーション協会が、料理教室をしていたが、積極的支援の対象者に、自ら行うという指導はどうか。

保健医療課長　４年間行ってきた中で、月１回で６か月行うが、健康教室など、最初は参加があるが、リタイヤする方もいる。いろんな手段を使いアプローチを続けていきたい。

委員長　　　　他にないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議案第２号平成２４年度長久手市国民健康保険特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第２号は原案のとおり可決することに決した。

議案第７号

委員長　　　　次に、議案第７号平成２４年度長久手市後期高齢者医療特別会計予算についてを議題とする。議案第７号について、執行部の説明を求めます。

保健医療課長　議案第７号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第７号に対する質疑等を行う。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。

じんの委員　　後期高齢者医療広域連合納付金が６．７％増加しているのは、医療費の増加、高齢者の増加であると思うが、２年ごとの改定の年である平成２４年の保険料の平均額はいくらか。
保健医療課長　所得割８．５５％、均等割４３，５１０円になり、約３，０００円の増額である。

じんの委員　　年々増加にある中で、後期高齢者医療制度は廃止の方向にあったが、その後の動きはどうか。

保健医療課長　平成２５年度に新しい後期高齢者医療制度になる法案が提出されるようであるが、現在は、成り行きを見ている状況である。

じんの委員　　滞納者の納付相談状況はどのようか。
保健医療課長補佐　相談事業については、手紙で督促し、電話で状況を聞き、来てもらい、１回の納付額を減らすなどして、計画的に支払うような相談をしている。
じんの委員　　滞納者に対し、保険証を取り上げることはしていないか。

保健医療課長　 長久手市はしていない。短期保険証の発行もしてはいないが、今後は必要かもしれない。
さとう委員　　　滞納分はどのくらいか。回収の取り組みはどのようか。

保健医療課長補佐　２３年度はまだでていないが、平成２２年度の繰越し分１９６万４，３００円であるが、納付してもらい現在は、６７万４００円である。
委員長　　　　他にないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

ないようなので、次に賛成討論を行う。
ないようなので採決を行う。

議案第７号平成２４年度長久手市後期高齢者医療特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第７号は原案のとおり可決することに決した。

　　　　　　　　　

議案第１０号

委員長　　　　次に、議案第１０号平成２３年度長久手市国民健康保険特別会計補正予算(第１号)についてを議題とする。議案第１０号について、執行部の説明を求める。

保健医療課長　　議案第１０号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第１０号に対する質疑等を行う。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。

　　　　ないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議案第１０号平成２３年度長久手市国民健康保険特別会計補正予算(第１号)について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第１０号は原案のとおり可決することに決した。

議案第２２号

委員長　　　　次に議案第２２号長久手市国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第２２号について、執行部の説明を求める。

保健医療課長　　議案第２２号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第２２号に対する質疑等を行う。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。

じんの委員　　国民健康保険運営協議会の委員の定数を２人から３人に改めるとのことだが、多くの意見をいただき運営を円滑にするためであるのなら、５人でもよいが、なぜ、３人に決めたのか。
保健医療課長　市制施行に伴い、愛知県下の同程度人口の自治体では、３名から７名であること、ジェネリック医薬品に関する薬剤師がいなかったので、その部分を増やすこと、被保険者を代表する委員、保険医又は保険薬剤師を代表する委員、公益を代表する委員の３区分において、各委員は同数とすることなどから、３名とした。被保険者代表は公募を考えている。公益を代表する委員は、現在民生委員の代表者１名、消費者グループの代表者１名、あと１名は学識経験者を予定している。
じんの委員　　任期は２年か。

保健医療課長　２年である。
委員長　　　　他にないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議案第２２号長久手市国民健康保険条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第２２号は原案のとおり可決することに決した。

議案第２９号

委員長　　　　次に議案第２９号愛知県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約についてを議題とする。議案第２９号について、執行部の説明を求める。

保健医療課長　　議案第２９号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第２９号に対する質疑等を行う。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。

ないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議案第２９号愛知県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第２９号は原案のとおり可決することに決した。

この際、暫時休憩とする。
午前１１時０５分　　休憩

午前１１時１０分　　再開
議案第６号

委員長　　　　休憩前に引き続き会議を開く。次に、議案第６号平成２４年度長久手町介護保険特別会計予算についてを議題とする。議案第６号について、執行部の説明を求める。

福祉課長　　　議案第６号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第６号に対する質疑等を行う。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。

さとう委員　　介護予防二次要望事業の対象者は何人で委託先はどこか。
福祉課長　　　約４，２００人である。要介護・要支援の方を除く７５歳以上の方全員、要介護・要支援の方を除く６５歳から７４歳の方の内、生年月日が奇数年の方である。

福祉の家事務局長　委託先は、コンサルタント業者を予定している。

加藤和男委員　包括的支援事業委託が昨年より５６０万円程増加しているのはなぜか。

福祉課長　　　２つの包括支援センターの内、社会福祉協議会の方は、市から１人保健師を派遣していたが、２４年度は保健師を引き上げ、その分を委託する人件費分の増加などである。

じんの委員　　２つの包括支援センターで、違いはあるか。

福祉課長　　　たいようの杜の包括支援センターは２４時間体制であったが、社会福祉協議会の方も平成２４年度から２４時間対応を取ることにする。大きな差はなく、中学校区で区分している。
じんの委員　　介護予防センターのプランはどこのケアマネージャーが作成することが多いか。
福祉課長　　　包括支援のケアマネージャー、各施設のケアマネージャー、市の保健師のケアマネージャーが作成するが、包括支援センターのケアマネージャーが作成する場合が一番多い。

じんの委員　　成年後見制度の負担金はどのようか。

福祉課長　　　６市町２，０００万円、長久手は２２７万円９，０００円である。均等割と人口割で決めている。介護が１２３万１，０００円、障がいは１０４万８，０００円である。
正木委員　　　たいようの杜の包括支援センターの賃貸料はいくらか。
福祉課長　　　２３年度は実績で年額８０万円である。

正木委員　　　今度、共生ステーションとして、西農協跡地を借りる話があるが、そちらに包括支援センターを移す気はないか。駐車場は広いし、少しでも安く済む方が良い。
副市長　　　　現在、ＭＪＭの中に、包括支援センターを入れる考えはないが、共生ステーションは、市民と協議して作るので、可能性はゼロではない。この意見は議論の対象とする。

じんの委員　　介護保険事業計画の第４期と第５期では、どこが大きくかわるか。
福祉課長　　　長久手市は、高齢化率が低いが、元気な高齢者、介護にならない元気なお年寄りが増えるよう、生涯学習事業も取り入れて介護予防をさらに進める。
正木委員　　　国民年金６万円の人が、たいようの杜に入れるか。

福祉課長　　　年金６万円で、資産もないとすると生活保護の対象となる。一人一人状況が異なるし、施設の空き状況もあるので、たいようの杜に入れるかどうかは分からないが、他の特別養護老人ホーム等の施設に入ることはできる。

じんの委員　　予防事業の特色は何か。
福祉課長　　　口腔機能向上、認知症予防、筋力向上など、それぞれの人に合った予防事業が様々あるが、福祉の家の福祉エリアにプールがある。アクア教室は他の市町にはない事業である。

さとう委員　　アクア教室は福祉の家で行っているが、市役所より西部の人は、アクセスが悪く行けない。

福祉課長　　　アクセスとして、Ｎ－バスは福祉の家に行くルートがある。また、あったか昼食会など送迎つきのサービスもある。色々なサービスを検討したい。

伊藤委員　　　予算書と介護事業策定委員会の資料では、介護保険給付費の数字が異なるのはなぜか。
福祉課長　　　予算策定した時は、国の数字が出ていなかった。その後、国の介護報酬が出たので、精査したため、誤差がある。国の改定を見込んで、積み上げをしたが、改定が一律でなかったことで差が出た。

じんの委員　　居宅介護給付で施設サービス費が約２，０００万円下がっている理由はなにか。

福祉課長　　　昨年は当初予算を多く見込んでいたため。介護保険を使う人が少なかったため。

議長　　　　　筋力向上の事業で、市内の整形外科に委託しているが、委託費はいくらか。

福祉の家事務局長　２４年度も同じ業者で、委託費は、人数が増加の為、２３年度より少し、増える。

議長　　　　　福祉の家に回想法に部屋を作らないか。共生ステーションに回想法を取り入れないか。

保健福祉部長　　回想法は効果があり、共生ステーションでの実施も福祉サイドから提案する。
委員長　　　　他にないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議案第６号平成２４年度長久手町介護保険特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第６号は原案のとおり可決することに決した。

議案第１４号

委員長　　　　次に、議案第１４号平成２３年度長久手市介護保険特別会計補正予算(第２号）についてを議題とする。議案第１４号について、執行部の説明を求める。

福祉課長　　　議案第１４号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第１４号に対する質疑等を行う。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議議案第１４号平成２３年度長久手市介護保険特別会計補正予算(第２号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第１４号は原案のとおり可決することに決した。

　　　　　　
議案第２０号

委員長　　　　次に議案第２０号長久手市遺児手当支給条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第２０号について、執行部の説明を求める。

福祉課長　　　議案第２０号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第２０号に対する質疑等を行う。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議案第２０号長久手市遺児手当支給条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第２０号は原案のとおり可決することに決した。

議案第２１号

委員長　　　　次に議案第２１号長久手市介護保険条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第２１号について、執行部の説明を求める。

福祉課長　　　議案第２１号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第２１号に対する質疑等を行う。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
じんの委員　　第５期介護保険事業計画における介護保険料について、低所得者は基準額掛ける０．４５に改定され、保険料額が下がっているが、もっと低くならなかったのか。
福祉課長　　　基準額の割合は各市町村により異なるが、国の法律では０．５が定められおり、あまり極端に下げるのはよくないためである。これは、保険料減免の３原則があり、一律には下げないで個別に判断する、財源確保において減額のために一般財源を入れてはいけない、全額減免はするなという基本的な考え方を国が示しておりそれを踏まえ、これまでの０．５から０．４５に改定した。

じんの委員　　これを検討する時、県の安定化基金を取り崩したり、市の基金を取り崩したりして努力したと思うが、県の基金はどのくらいか。

福祉課長　　　県の取り崩しは３年間で９００万円程である。市は、３年間で７，０００万円取り崩し負担する。
じんの委員　　尾張東部地域は介護保険料が高くないか。

福祉課長　　　改正で、県平均４，７００円程度と聞いている。名古屋市は５，４４０円、５つの市が５，０００円を超えている。本市は４，２８３円なので、安い方である。尾張東部地域は安い方である。
さとう委員　　介護保険料において、逆に、高所得者の方は、これまでの１．７５から２．０に改訂されたが、もっと高くはしなかったのか。
福祉課長　　　他市町を見ると幅は、１．７５から２．３の掛け率であるが、掛け率は２倍が一番適切と判断した。

すえ副委員長　第５、第６段階の方は、所得額を見るとそれほど裕福とはいえないと思うにもかかわらず、保険料の増加が大きいように思うがどうか。

福祉課長　　　基準が第４段階であり、そこから徐々に上がっていく形である。極端に上がらないように、第７段階を第７と新たな第８の２つの区分に分け増額を緩和した。
委員長　　　　他にないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議案第２１号長久手市介護保険条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第２１号は原案のとおり可決することに決した。

　　　　
議案第２３号

委員長　　　　議案第２３号長久手市中央図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第２３号について、執行部の説明を求める。

中央図書館事務局長　議案第２３号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第２３号に対する質疑等を行う。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願う。

さとう委員　　LAN導入費用はかからないか。
中央図書館事務局長　発生しない。

さとう委員　　会議室が今回開放されることになったが、これまで、あまり使われていなかったのか。

中央図書館事務局長　あまり、利用されてわれていなかった。読み聞かせの方が、使っていた程度で、使用料を払っての利用は少なかった。　　　

委員長　　　　他にないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。

続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

ないようなので、次に賛成討論を行う。

ないようなので採決を行う。

議案第２３号議案第２３号長久手市中央図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第２３号は原案のとおり可決することに決した。

　（執行部退席）
請願第１号
委員長　　　　次に請願第１号「こころの健康を守り推進する基本法」（仮称）制定を求める意見書採択を求める請願を議題とする。

請願第１号について、紹介議員の説明を求める。
副委員長　　　請願第１号について説明。
委員長　　　　説明は終わった。これより請願第１号に対する質疑等を行う。
質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

なければ、次に賛成討論を行う。

ないので採決を行う。請願第１号「こころの健康を守り推進する基本法」（仮称）制定を求める意見書採択を求める請願について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって請願第１号については採択することに決した。

委員長　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りする。

　　　　　　委員のお手元に配布してある継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思うが、異議ないか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　異議ないものと認める。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておくから、ご了承願う。

　　　なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任してもらえるか。

（異義なしの声あり）

異議ないようなのでそのように取り計らう。　以上で文教福祉委員会を終了する。

午後０時２４分　閉会

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２４年３月１５日

文教福祉委員会委員長　　佐野　尚人
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